
☆ ⽇�� 2022 年 11⽉13⽇（⽇） 事前のe-learningが必須
☆ 時間� 9:00-17:30   
☆ �場� 琉薬ホール (浦��牧�5丁⽬6-5), Zoom��も可
☆ ��� �療・��・��従事者・⾏政�員・在宅コーディネーター

☆ �員� 50�(�員になり���め切りいたします)
☆ 受�料� 10,000円 テキスト代 別�2200円
    (�⽣・ELC協���援助⼠・ファシリテーター・���師 4000円)

�師 ⼩�⽵�

当協�理事・めぐみ在宅クリニック��

プロフェッショナル仕事の流儀 ��

著書 「�⽇が�⽣��の⽇だと思って⽣きなさい」

    「�れない�を�てる いのちの授業」

�の中で⼀�、苦しんでいる�のために働きたいと願い�師を�し

1987年東��恵��科⼤�����業。
1991年�形⼤�⼤����研�科��専攻�⼠���了。
1994年より��甦⽣�� 内科・ホスピス��
1996年にはホスピス�棟�となる。2006年めぐみ在宅クリニックを開�。
2000年より��を中�に「いのちの授業」を�開。2015年4⽉、当協��立。

���� 
 １、�題背�（2025年問題に�えて）
 ２、�⽣の����に共�する⾃��� 
 ３、苦しむ�への援助と５つの�題     
 ４、�思決��援 
 ５、⾃宅・����で�められる�状�和
 ６、��種��で「援助」を�葉にする（マクロ）
 ７、１�１で��する（ミクロ）

エンドオブライフ・ケア
援助者�成基���   沖�

看�りへの「苦⼿�識」から「�わる⾃�」へ

�⽣の����（エンドオブライフ）をケアできる�材�成プログラム

申し�み: お電�かQRコードからお申し�みください
電����098-943-3580(リンクス 當間) 
email: elc.okinawa@gmail.com 
開��括�ELC沖� �⾏�員�代� �野�昭 


